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コロンブスの新大陸発見 （1492）から ＂＇＇JU-紀、 ホルトプfル人の紐 r .~ ：ji：~i-1＇’；： ( 1543）によ って!il:W：どに登JJ）；し

たII本は、約一 ｜！｜紀後の究永18ij'.(1641）、鎖［:E［令によ って、キリスト教の禁止、｜｜本人の海外ii凱Jcの禁止、

外凶 t't幼の統flJiJ という 、 徳川事~J(.f による対外関係の独市と統i!J l jの体制を限立することにな った。 この後安l攻j亡

if. ( 1854）のIHII玉！までの約 2W:h.'.ll:J、 il本と外交関係のあ ったのは、オランダ、rj11J;j、中JJ鮮、琉球のI'llヶ国で

ある。オランタと ，, , [Iiiについては、 t'l幼のtll'fliilとして認められていたものの、正式なIll交関係は成立してい

なかっ た 。 HM両日のづきJ守や的取引きは、 一般の I I 本人から陥：~If. された長崎の ，＇ j',,Iみに限られており 、 ＊＇~町Jの5午可

なく ，＇I',,

u•；＇’l るために〉上 Hll fi句に行われたオ－ ラング酔Rι－~f\°1"; :Ii走の？仁r i参J (.f だけで‘あ つ た。 そのー }jで 、 五.~ J {.f は 、 長崎に人法する

1 j1 [Ej両日、オランタ船から IHJ瓜，il~ ,1 ；： 、 阿 ！Mill'と！正し説 ，！？を 11訂れ させて、 M~Jrの iiit 外↑r'if.l.t を人干していたのである 。

-・ )j 、 それそれ、 士、「，l,lj の宗氏 、 薩IVの ，（＇ii:lt.l.＼：を~介に、 f!M を fr っていた朝鮮 . fJi[J;J（とのI/iiには、正式な邑｜

交llhlfふが成、工していた。 ( f/r[f;j(については、 ι，, [111からは独立国としての娘いをうけていたが、実際は、薩！京消

のJど配を’Zける変川（i'・Jな地位にあ った。） ・m鮮からは、将軍の代作りの際に 400人を越える中iJJ鮮通信仰の大使

節卜ti が、上-Rf;J（からは将軍代行りの！立 t'i伐と疏J;Jirlil王即位の諮l思伎が訪れ、江I i参J{.f を行 っている 。 ねに、！~Jj鮮

j副，；・ f史の r.r:：、抜は 、 ~－~J(.f 、，1/'i l誌にと っ て一大~Ej際セレモニーであり、街道をゆく呉「El!!H俗の大f j·11J は 、 ~~J(.fの！戎

じを｜人l外にぶすものであ った。大J-JXをはじめ述口仰の通る街JJ，）や城下lllfでは、手守地の文化人との詩文の交換が

儲んに行われ、 j必f,；・伎の行列を:tliiいた絵l山lなどと共に、こうした詩文集も数多く残されている。

ところで、北）j、似ゾ」I也では、松1)fj部とアイヌのllilで交易が行われており、 17111：紀の末には、見イIi、下島｜！な

どの iiがけ初が大 I ， （に A.tJJi の け iJ-J~ に笠.tJ~ している。 1 8 山一紀、I＂ぱ、 ロシア人が千，，l~，＇j に !lli r'I ＇， しはじめると 、 アイヌを

通じて、ロシアの品物が入ってくることもあり、 I現）；似すt)｝瓜説考」等のロシア人を描いた ，1；：物も査均するよう

になる。 さらに、出流によりロシア船にt1IH与され、ロシア本

一J：を訪れることとな ったII本人もあ った。

このように、iUiH.'Ntの人々が、外l.Elおよび外国人に援す

る機会は、限られていた。大部分の ｜｜ 本人は、一生に一度、

外「El人を見ることもなかったであろうし 、1JLii羊人などは、 「

真人」という言」fに象徴されるように、このill：の物とは，巴え

なL、存11：：で、あ ったとしても不思議はあるまし、。 しかし 、それ

だけに、外［Elに対する興味、 l!hl心は強 く、特に知識人のrmで

は、附られた機会を従 えて、!J.t像以 トーに正確で多岐なm幸Iiが

入手されており 、，＇I＇，版 されたもの、：写本によってi荒布 したも

のも合せ、数 多く －. ＇ ~秒jが有 されて い る 。

17世紀の後半には、鎖国以内fjの｜｜木人の海外進出で得たザi 「四十二国人物図説J
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事II をもとに、，14川 ~11.'n!. I 11\iJ~述的考」に代ぶ される ilit外諸国

の物i"ilの訴J?tを1j1心とした商業釘幼 1-.の主！日？止を作るための，！？

物がつくられている。しかし、18111:紀に入ると 、；将軍（！！I］近の

γ： .（＇； であり 、 1 IJ.t~：の？f; を推進した政治家新井！’ ｜ イ 1が帯 した「

采覧真言」 （ ｜｜本人による Iii 初Jの組織fl'~ l il: Wl也， 1 ::) 「，14洋紀

llfl」（米 II したイタリア人宣教（：Ii i シドッチ＇；•，＼！：：］ の記主よ）のよう

に 、 ~~l(.fの外交政策の 'tffl· としてのfl:絡を，：：；.びたものも脱れ

てくる。また、 1Jljff .H'i IE！のlj1で、11ft-・!!lli1'fil日l係のあったオラ

ンダとその泊尚IEl についての知識を川ょうとする~りr~ に符え

た森山1j1良の、1キlーも斜iぷ」や ，；］川ィJi:ISの r,i;111hli通自（IJなどの

,1i4VJも？；＇されている。 '11！：火縦｜民IJ!IJヨL(;;r;<I」（ r 'ti fr；縦笈』の内）

18111:k:L.'.もTぱをすき、ると 、ロシヤ自｛：をはじめ外IEl船が日本のめ刊に1'1＇，没し 、MIWi::J;wがクローズア yフされ、

治以符f1iii や虫IUJ~l也のおl ftが臨んにfjわれるようになると、外IEll見l係の，1；：秒jの,'I＇，版がと、 iW£1こJ(1えてくる。ロシア

はじめ1J4ff，ポIElの地J11'.・ I t正火 J： 、 漂流民の比IHl .~L.'.、蝦J~のJ也誌などである。そして、ぷノkG :1二（1853）の7メ

リカ似i'il'iペリーのi1lit~ で・の llfl i必汲f求を機に、アメリカ 、 イギリスにWIする ， 1 ：：物が符くほどの ＇ 1 ＇·さで幾何 rn も ,'I ',

l以され、 ー｝jでは、］.I.＼船米iJiLの－ ：~I；始終の .~cHが全rEJU'.iHIJll l］に 1.1 がるという J>I,象が起きるのである。

、＇I 蓬Jr.丈)oj( の 1)fj身である l(•J桁慌の御；文)oj( に外I Ell則係の ，1：：物が収集されるにあたっても、 18111:k:L.'.Tば以降のiiit

l山 1::1;wの作 卜 と 4下水の外｜ 五Ill｛~の米iJiL が契機となったようである。排水の出版部 j:_)Jt:JJ持 ！’ l 4の11¥U,1::i:11のあるもの

もいくつか見られ、またXWl'-llll1 二名 T＇ 山： Jj主｜人j に /H-J ，＼立された l描l乍＇I.it 、 l(•JL~ffγ： fi'i'i Iこ（1iiiえつけられたオラング，1/f

のJf,(,1：の ・:';1；なども、J_},I_(1：ーは、11遅配文)oj(に1iJj・泌されている

以後に、外I Ell\\J係の文11il~ ということでは、；j（ ~i"l l：じの 1 1111~~ ,1；：について制介しておかねばならない ノMi"1F.f.i

は、出張必の市_l:;i大道、γゑ．の代々 の家i:;；＿で、文化14iド(1817）に13寸ーでi'l'ifl：してから、 lリJif;2 :1二（1869）に65

寸で没するまで、、＇Ij：の（!!I］近としてfl:えたらしい このため、 jt •JL~漏れの参附の｜努には i二人に従って iU tへ赴

き、 ；cifuじq:_( 1864）のlHH11EI比にも参IJllしている (llの i人大道、け：＼：！11l が I 「 1~l:H;h'c 、必’If之」と庁I' し、 l’｜

分1'14も Ii(iの川l」なとの膨大な汗l'i：で知｜られる初l~1i"t.\fi'i (II川向’•｛：救段）が IH氏本を犯で l::Jf色なし」と Jじし

たほとの，1:1111!1fき、，＼cH白fきの人物jてーあった illの11後J：は、向l({,f:のFから、大11:：：ド（1914）ヒ（（、、＇Ill.＼＇の立／ 1:

土：w に；合：！！•げされ、 I.lL (1ーも、＇Ijヒ )oj( に 1iJi-11＼~されている 約550111tに及ぶ1JW,1；：の iソ且；：＇ii；分l土、f伎の,'I'ii I：のfドと十｜｜前後し

てj付文；cii＇－ー I1829）ヒ（［に!lfi.）て、 llJI ifuc ii'-I 1868）に七る、、1111与のIii"十｜｜を1記録した IIiiて念品L.'.IHJ」 (2041/け）、

l ：采む~N . 1」や IJ.;1iiif.,'.Nllfl」 1；：；・；討し1i.:Jなとの外lEil!AJ係の 1.'l'I＇を集めた ＇i'OM応，1；：」 ( 103 lllt l、 r fiif；何i，笈」

( 94illt lである JF. f.i と 1 1 机刊にのIt~長の人物には、 fll川十五に ， l：物 ・ 記録好きの人物が多く、 11村j三？を作ってい

たほとで、 iiiらのIll!では、むIil 、に，icHや、，1；：物を交換して’Ifしあうこともあった 1F. (, iと欠ぷのあったれな

人物には、 I (f;)Iが：＂~r11ιよ」を汗したl出l；消卜MU/l'ii：奥村1'.!.N、It必i/tiイi市の臓にあった’ム.Ji' if( ill、.＇.，＇;:Iii:. ]§J f谷

I ill Iぷの貯1'1＇を多く rxした小 .＇）： i:見守；：がわり、それぞれに I船山村市」 If11半！似リJ，ι」 I Hi!.何｛；，；山なとの li1(；会：

紀IHI」とIiiけlな，；i.:J.止を伐しているこれらにはJI＜）凶して、ヘリーのi11iti ;l< IJA I二ついての，＼cHが以対されているが、

膨大な外＇＇＂聞係の）（ 1lil；を，1;:'lfし、収集したのは」1：いだけである。刊に、昨i·）~ やii1£1l}ii！，＇.］係の， 1;:1却が多く、うで，，，，

(l'・Jにも珍しい作（1：であったようで、 医（\Iii であり、 ？i':fうな↑~lj物’－；：： おーであった f}f Ji長 i；介や、似 ·J~filf’欠で主II られ Q

似しili'I「fPLl)!I＞などが、！日lむを乞うている二とでもわか匂

i皮が多くの外い、IWJI系の，i；物を’Ij:-jことができたJI!!(1 Iとし

ては、 i二人の(JtをしたjJ:J fや；；t"(;!) i ］・きにおいて多くの，1;

物を川匂ことができたのとともに、・，：；：；にjJ:J iや小一郎、越

1'11iなどから↑，1；.判iを送ってくる人物が｛［ (1したことによる

しかし、 （llが外いミII弘11系のよ1lik、をJJ{i；大に収処したJll!(I 1につ

いては、はっきりしなL、。 ill「14のll議筋となんらかのWI

！±があったのではないかと、 -rm;w1するだけである それ

は、，作物Jの＇1l}j:I ニ’ !'il l ~ をかけた人物に、 11.'i'(~の流した •!J

wだったのかもしれな L、c
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話相 2I 1802 I 山県的桃 r，~，之代」
｜ ｜稲川 f絞り中興うそlヌ1.:ilJ( F1J) 

3 I 1so3 I 111村ハ点 「Mil明町采覧）＼＇.J」
ゥ 「大州安主主J ( j'lj) 

文化 1I iao4 I近藤守重 「辺要分界図考J
ク 「f}ト~！（：ヰ 1J>t(,!c •再よ止要J
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ク 「'b.'1*-i紀回品集J

。 「1nH唱浴紀歯科必」
2 I 1so5 I i'iJ.'.'\iU'JS 「布Ii括i i.』~ iJ(IJ ( /'lj) 
3 I iso6 I山村昌永 「魯酉亙国志J

。 「判内 •IF’ l戸l芯 lit紀J
,, r亜細亜諸島志」
今 r 11r,;J~一覧 1~1.1見J

4 I 1807 I大槻玄沢 「環海異聞J
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6 I 1809 I高橋景保守ヒ夷考甑」
間宮林蔵 「東縫紀行」
馬場貞宙 「東北縫組諸国図E草野作

書量置己駅E見J¥ f'lj) 
1 I is10 I ,1，・l;'.Tf.U:H 「Jj[li、I ~：.＇. l:i< l必J （「lj)

s I 1s11 I .1.引Iれ’l111守「jリ’，，新制」

「朝鮮人物旗伎繍輿之図J
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箕作院甫 「八紘通院J( j'I]) 
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「近世人の具｜二EJ」州市1111録

1 新製興地全国 )d脱会撲 Jtfh"ii＼・言］
51、｛ヒif.Jill l°lJ l 1i'1h 

2.地球J;TEI山iiiHliH也全図説
長久f~：玄功、衿： 山崎美lild11i
Ji：＼氷3iドflj 1 折

3. JJI五l地球興地全｜苅 ’idffぷid突出ノ・i<6 iド1・11 1折
4. 地球輿地全巨〈｜ 11;1 n i 11r 

5. 采＇！！＇i巽言 新JI'I’iイI

ιU ;1!1HIJ当.(Jtf.'t¥3ij'.Jj-:) 1↑II) 
6 r;~籾J通商 汚凶川如l見宝7k 5 ifflj 5巻 5111)
7. [HJ Ji;J iJ:r，末！日j写 5巻 5iiサ
8 j7[j卜二J1;J人物凶説 ！日I lfil 1 1時
9 紅宅談 後勝梨存 ru(1リJfll2 ii＇・1子） 2巻 2ill) 
10. 新製地球）jJEJ凶説〔)JJEJJlill地全国〕

佐川rHI司訳 大槻玄j尺校
什.I;,.f＿；、HJJ'.bj'.（大ー！りJ6ifl/) 2111) 

11. 紅t:im話 森山桂川 r1J（大川 7ij'.Jj-:) 5 ill) 
12. 泰凶興地l:><I説がj木「iH,ffi ＇？：£政jじifflj 17巻 6ill) 
13 . タ~域全ff;：築鋭利ll~F.之 ifll 渡辺矧綱

写（文化 5if.If:) 1 ill) 
14. WM呉llfl Jd組長、ilx

iU I末Jt!J写 （文化4ij'.Ji'=) 15巻 8111)
15. j野市；cllfl ; u；ぶHIJ：与・（）；＇｛；永 5if.I j-:) 3 v 3 IIけ
16. 海外梨llfl〔ell叶と干1]}Jll新話〕 泌氷 7年r1J 5巻 5ill) 

17. 八紘！!!l誌 rm手元ill訳
；~＇（； 7jく 4 、安政 3 ifflj 2お1i6v 6111) 

18. j狐Z清志ID名 (ii'i）徐継会：；4 11' I：イJ'ff・7川｜
：文久；［）！二riJ lOvlO!lll 

19. 長1hf.fl'><I 八11!1堂j:人 Jilli
写 （延主 2iド版） l折

20. 肥川長1hf.f［ヌ｜ 安永 7iド1リ l折
21. 長11Jt.H:t..'.lllJ Iii ii＼約五

i[J ;,iミHIJf・1J ( II（｛利 5 ；ド !'lif［［~I

,1n:1JiJ"会話i製） 2 !Ill 
22. 阿！Mill'とHt＼説，1;: おノiく3il'・:!J: 3 !Ill 
23. 月ljf交j止＼ J5~ ,1; 安政 2ij'.'.!f 1 ill) 

24. 迭科乙多山一 ［ II：~じ抄訳 ;u;,.+<JtJJ：与・ 1 !Ill 

24ノ迭科乙多児ijl長lヌi !Iii l折
25.陥浜IHJi佐見llll誌〔偵if"文庫〕

防本 El括j苅斡 lt'J.（：午：点秀凶l
flj （文久 21r1r=l 3制3Jill 

26. ii服アメリカ人間 ：写 l 1liil1 
27. アメリカ人火冠J ~外凶〔異M， 〕 ：与’ l 1l'1h 

28. 想iノ務；，船!,f＇.・’ フレガ y 卜船岡
当： 1折

29. 之T国1;i1m 則 似l ’ワー 1折

30. ：与’ H文

31. 11f窓紀llll ノMfJF.C制 J[J ；：；＋ミHIJ：与． 2041!1) 
32. 資治維質 1'11 i[J i末JtlJ写 ・Fil 6桁94111)

33. ij tl~fr諮 」； !Iii ！日！ 112巻10311庁
34. 玉F凶自己 小手f-1.ぶ路（ EJJ!l.) 

江17末JtJJ'.lf 12 Jill 
35.瓦｜十1破男志 安jド歪iさ iD；末HIJ写 43111) 
36. Hl肋.f,t ドij i[J：ョドHIJ：与 ・riJ 23111) 

37.三匝｜通院図説 林 r司王 J-:11J1 6 1r r11 1 [II）・ドH図 5枚

38. 遊房説話 fJ'n＇；車（lJ.if.(l＇笠Ill)
写 （安7jく9ij'一月三） 1 ill) 

39. di俗紀附l ，，.：川忠"ifi.（石崎静9！.＇~.等iilii )

寛政111r1:u 13巻 6↑II)

- 4 

40. 川J応答：主主1111 '.!j: （弘化4＇，ドJi'=) 7巻 3ill) 
41. 点目l；犯lJB~lllJH ;u ;,i－：；則乃 2 Ill) 

42. !:!JJ！俳人物肱f;l；怖輿之間
J若島；JJE；世’＇f（文化 8｛ド誠治） l中！Jh

43. 判鮮人米中JJ辺通り絵図 1j- l枚

44. 1~JJ鮮｜五l ~ f史 「 l 内聯句弁月1]1µ;.; 'lj: l枚

4 5 . ！~JJi~Y＇人米刊新fj主 · lrill；付録 iU;.-lミ｝自l：与 2巻 2ill) 

46. :·11~1~ 利鮮人米判之節差 ［：物之 ｜｜ 鈷 ・ LI I・. ,1；守
'.bj: 2；必

47. ~；：. Ii 朝鮮人米刊之節差 I:物之 f IH lj: i ;w 
48. 朝鮮人来初j御大名衆御馳走｛泊ii古｜場所 ：与’ l枚

49. 4iJJ鮮人来月り｛剤l馳止留 'if 1 ill) 
50. 中i}JJ俳人饗J,i:;rR）：留 汁.I；ボHIJ：与. lllll 

51. 幹人H日午｜｜

52. 琉球人行列記
53. 対立 J~.~；
54. 自IU 必｛｛~泣

0 
i t:J ; Ljl J[)J'.'j'. 2 Jj 2 ill) 
fl］ （ ）く I~~ 3 '.pj・:) 1 II日
新Ji＇・「！千 I （ が f~~ 5 (j'.Jド） lJll) 
ft.:11品id.i＂写
ィ[J；司、Jtlllj:( j(Jl)j 6 ；ドJn 5 "J 5 J111 ( 

55. 自Fhl~ i,'.:ff：！.~ M l：市矩 ＇｛：£政 3；ド写・ 3 JJ: 3 lllJ、

56. At曲目 J~余誌 訟illi竹内自IIfl] （安政 7Ij'.fj-:) I /II) 
57. イi付 ｜｜誌 川 「lj( ）；経 ；（A・.Jiつ 1Jill 
58. 久間 fl誌 Ji;j l'IJ （文久Jじ＇.j'./j・:) 1 ill) 
59. 蝦必I也；ipJ[:i<I l1il ’び （I’l今f,:) 18枚
60. 休lリ］光記 羽木JE:i書写 4巻4!Ill 
61. 辺要分科［；；＜］r-; 近厳守市 2巻 2flけ
62. -It由IU04図説 〔針1i］位余H〕

rnr::・;f；命>f<1.'：ぷt'UJ~if羽

安政 2iド「1J Hさ4111)

63. 副I[；ぷl'kl:¥i:c •I•村之欽 （防法i )
ィuqミJtlfflj 20：｛さ II2巻13111)

64. 利｜漢でィ打司会 ,'r-.1：：；良安縦
1:1J( JEi.'&¥3Ij'.J () 105巻・行凶作lJ.'安81111)

65. Beknopt Leerboek voor de algemeene 
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Dr.J.A. Wijnne 
Groningen. 1856-57 3v. 66. ~ 
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Ritter , r 
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P. weiland 
I〕ordrecht,1846. I、．
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P. Weiland 
Dordrecht、1854 1、

69. Algemeene Statistiek voor hanclel en 
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D. Buddingh 
Haar I em‘1846-49 3v 
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I. R. Schmidt 
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1823-24. 2、
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コラム

右1 /1 と準利は、近 l/1: 1!1 HJjのI~娠を代表す る む（／：で 、 と もに八卜歳以

iーの長寿をたもっ た。 （幸利｜の）jが数歳年長）いずれも、多 くの門人

を後い、著述にも出み、i；詰’・；：：ーや仔；1・・；となど、ひろい純凶にわたって、大

きな業＊i'iを本げたが、この二人の！日後に、 天型fT;;;i-や中11111：干洲らを加

えると 、1j1J日jにおける出張のJ日付のノド準や千＇F及皮がかなり明 らかとな

り、レベルも また、出いことが）；11られる。

:r＇； 山は｛；'Iii ，＇／、 1ド平｜｜は 11w；：：ーをもって主II られるが、 ともに，＇；~川の紅iM＇. が

きわめてひろく 、片：，1；.などもおびただしい数にのぼる。し たがって、

L、ずれも 、1I1rn1における！出長文 化の啓発行ならひ、に教育者 として、こ

の11.'i＇代に およぼし た；；：月？は小 さく ない。そ れらのII波，！？は、いずれも 、 多少を1::1わず、この文lo)(におさめら れ、計

1/1のものは、 とくに 多 く 、大：？｜；分は｜’ l 市本 とみられる。 幸平IIのものもその J· ＇：~iJ－~のものもふくめて、な にがしか

逃 していることはれ：ilに｛11りすると思 う。

さて、訂｜｜｜の政J：は、この文時に、「l'ft本や:f¥・：はくなどをふくめて十II、＇I放をillしており 、いろいろなj英和の 子写

本を i：としてきわめてパラエテ fに白む 他 )j 、 ての )Lの 以！！日山の神山 を ~ft ねる十三平｜！のh注， 1 ；：は、精の保護のもと

に、いわゆる「市比）（foj（」の！i¥i:＂＇：をみたが、遺憾ながら創作するものは少く 、その11鉢（’りe本9巻）のみがいま

なお、この文fol(，にのこ り、 ）（！取の全貌は、これによって、ほとんどllJIらかにすることができるであろう。

さて、行111の 11~ ,1 ；：は、い ろいろな？~符に；•：•； むが、｛＼： }di ＇~ なものに「干大の山:it」や「弊 .，，｝集」のような ~jfl ＇作 など

もみられる。ほかに、 「 本，·~：1u!..1」など、！副長 -1>: 1,'£.. ；：：のさきがけをなしたもの、さらには1＇トな とする 詩 文の交歓

によって、判鮮使節l・tlの，悦汗に、大いにつくすところがあった 「ミlll:IW1fl/」などがある。 ポ山の者，1；.の数が多

いこと 、ならびに祭の迷いことは、、1111午、＆ぷべからず、とされていたようである。訂名な「本市正記｝」はじめ、

本i,'q込j係の科目i?t'（こは数多L、l"J人たちのU)J)J も必要としたであろう 。 なお、 ~1;111には、i滞命による「士林iii:1111!1 「

•JHHl{.f ，ι」 （十斗IIやlri ；；：ー らの「li•JK以上記」をふけたもの） 「 •：HJH」なとの 、 大物も少なからず、 ゆたかなパラ

エテ fをぷす

ゾJ、中平IIについては、 I f｛見）（Joi(」がN.イfしな いことが、いかにも1.'1しまれるけれども、 llHだけでもう、 9

巻、この>cwにほぼ完全なすがたを残していることは、せめてものなくさめというべきであろう 。IIJ.止の内科は、

' ＇＂＂： をiとするようであるが、これだけでも亡失をまぬかれたことは 、よろこびとすべきであろう 。1,:・＇：ーとして

蓬左文庫の蔵書印

その20 伝 、｜え ';{i il I 

育見 、：，； .fll 

織 J克 三 nis

I fil l 代k~~」 「l ( •JLご 1ft 1iJ ，号」匂がある

ところで、 打111の11¥ii'.,1;1'./Jは、日1］りの庁uu';r より 「 1'i'.i: ll＇／」をとり 、 fl~ み1こからの ， 1 ；：にはιi されていない また 、

/'./l は寸べて森本 にJふされており、巻~（i に IJ )( Joi( に人 •J てから応された ＇ J 己 J{.f I人]1(1([';<!,1；：」1:pがある ド（.：栄げたの

は I丈1Jil"XItr」に除されたもので、たて 16mm、よこ17mmである 幸手IIのl'=/lは Iii比）（foj（」 I十：利之ド/l」 I fi見、ド

手II」があり 、それぞれ I火山； F.• lじ」 「［1i］」 「袋ボ f行·~t少 」 に 比える 。 J.;, きさは、九々、たで60mm、 よこ 2lmm 、 た

でよこ35mm、たてよこ2lmmで・ある なお、付＇i'lli、伐念ながらJ!,l品を>cwにみることができないため、1111らかに

しがたいが、入念かっ新：：.・キ；なWI僚を加lえれば、あるf'1Uえは織りIJできるかも主IIれない

じ：ーr-g；~， 刀打l11、11lill'/｛・、 1;•; 作111人、成作以 i人、 ：HJ・・／、 llf／~＇ ;fo;j'¥ i耳l，作物がliをおよて40WJ:ilにわた Jて'i'IJめ、よ／，｝（ の記長

. ＇ ~＇ I• に It i i ~ の f に なる llfi i~ も芸い ~：ロヴiWjトlI f』 がJJI.fr 1l: I~ 10～}(llJJ ;j I ( ，＇｛兄宇和l; ;-!ii判、 l<£¥1Jq'; M1・, ..、，1；日ilに
過し、’I'.11/: fをj位じて Jト’＇f.. ,i-/i , 1 ~ I 二 ／1Jf1 み （｛~ .:C/.li・を1.llてq。延’jo:Jじ ’iOtfl I I Jじれ 1111-l'di,'f ／工立； hf( ，制作研究 t~ ¥ 仁

' • 'i見 、；毛利 1 1 I、ト；利l之l'Jl」

101/411(1）～ 121 J 7 I I (I lド出張部 l：の Ii~~ ,I[--・.｛＼：光友から Ji引に市泊まで一」

I 11 I I () 11 （~ ＂ 7 I I ('.1~1 : t. l1~ ，（； f ＇，＇のため f1ペ~ ）
女；7..:111 1 11~ ／］；のお知lらせ
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出版物 箆毛＝

見

名古th市j主左文Joi；保持分titLI 1-占（s. 50年llJ) 3' 5001工j 名古屋筆書三編第12巻（s. 56:C手干lj) 3,000円

名古屋市法左文w国~ I ~：分 fld:HH S 51年 FIJ) 4, 000円

名古屋市淫1.i.文w古文：，1::1Ji絵図「IH( ｜百l ) 2,500円

尼崎久%；、コレク ション ~H~fiー～三集

( s 52～ 55年干lj) れ l,50QjJJ

名古屋扱 ，I：：（正制iυォ；引 ・総1I H( S. 53年 HJ) 2, 000ド1

4片山長i佐川統制 索引（S 47if三下lj) 700円

;y, [JJ－屋設、！？統制総nJ.ま（s 44年FIJ) 400円

持＋WI題図録第一一三集（s 55年jlf版） 作 300PJ

日本の ll;.!)1~ （注左文WIχIH >( S 52年-fiJ) 200l1J 

3主左文時 .ilfit氏物認1・;1]H(s 53年 FIJ) 30QllJ 

蓬左文庫所蔵古地図複製 No.1～No 15 ( S 55～61年刊）

同

同

同

同

第 8巻（s 57年刊）

第16巻（同）

第19巻（同

第17巻（s 58年干lj)

同 第 4巻（s 59年刊）

同 第 9巻（s. 60年刊）

同第11巻（同）

同第18巻（1)

ー横井也有全集 下（1)一 （ 同

同第18巻（2)

一横井也有全集 下（2）一（ 同

No.14 中島郡（s 61年刊）

No.15 葉栗郡（ 同 ） 

御本印型書鎮（ s. 58年製）

堀田文庫蔵書 目録（s . 58年刊）

釜左文庫絵葉書＜ 8枚組〉（ 同 ） 

同 第15巻

各 1.800円 尾張方言資料集ー ( s 61年刊）

1'000円 同第14巻

500円 ー金明録ー （近刊）

300円 蓬左文庫図録（s 58年刊）

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

1, 500円

＊以上の11・.1：版物は、本文＇＂＇•jql,主に 1コ L、て＼）ilイIiしています 重i;送希望の ｝jは邸送料が必＇ltですので、お｜甘い、介

わせ ，，.さい （ただし 、11]J也「＜Ir反裂は邸送不1ザ）

[> [> b 利用ご案内 寸寸寸

I>開館時間 午前 9II寺30分～午後 5II.¥°' 

I>休館日 毎JJllMn・；j¥3令 111'1!LI （館内終息 1::1)

I>閲

I H/Iに品なる場合はHHli'I日l航、JI火fUii¥
HI.「II ') ¥ J1 Bu' " 11 大休館 I 

年末年始 (12月2811～ 1 JJ 4日）

覧 館内に限I）、館外貸し出しはいたしません

( l!l.J 1G'.i料）停泊図ii}: J！眠不｜

I>展 示 ｜出 1y，，・，ゑ ，I｝：の一部 をlltぶ

（ 特別lit を 1>:i~ き 入J:JJA！併・｜ ）

I>複写サービス -;li；：；凶｜χJ,I ｝：のう ち、 ｛栄作卜.：；［YI-~＇のない

ものについて限りサーヒスを千円、 ま

す。 その他、マイクロ フィルムの利

用、’＇1：点J11i；；与の ljl,¥,'1を受け付け ます

ので、ご米wの I、ご相談下さい 3

名古屋市蓬左文庫

干461:{', 111!五市東区f!E.J 111110001番地

fi(052)935-2173 
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